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〔要旨〕 スカッシュ競技は世界では 2000万人ほどの競技人口がいるとされているが，我が国では馴染み
のない比較的新しい競技の一つである．今回我々は，スカッシュ競技中に生じたスポーツ傷害の実態を明
らかにする目的で，男女のスカッシュの選手を対象に，過去に生じた外傷や障害についてアンケート調査
を行い，予防対策について検討を行った．対象は，福岡大学スカッシュラケット部に所属したことのある
競技者を対象とした．競技者 126人中 51名（40.4%）より回答が得られた．内訳は，男性 28名，女性 23
名であった．スポーツ傷害の発生は，全体の 45.0%に認められ，男性に多かった．受傷部位は，男女とも
に下肢に多く，とくに足関節が多かった．しかし女性は，眼窩部の受傷が 22.2%に認められた．
練習中の相手との衝突や接触，ラケットと身体の接触が受傷機転となっていた．受傷時期は，男女とも
に練習中に競技を始めて 1年以内に多く，傷害発生は，競技歴に反比例した．スカッシュ競技練習時の競
技環境の整備によって，競技中のスポーツ傷害を減少させる可能性がある．また女性には，安全対策とし
て全世代でのアイガードの装着を推奨する必要があると考えられた．

I．はじめに

スカッシュ競技は，世界 185の国や地域で約
2000万人がプレーしており，世界スカッシュ連盟
には 135の国々が加盟している．19世紀初頭のイ
ギリスで発祥したスポーツで，囚人が壁に向かっ
てボールを打っていたのが起源といわれている．
また日本では，1971年に日本スカッシュラケット
協会（現，公益社団法人日本スカッシュ協会）が
設立された頃から広がり，現在我が国における競
技人口は約 10万人，愛好者数は 30万人とされ，
本邦では馴染みのない比較的新しい競技の一つで

ある１）．
スカッシュ競技は，四方を壁に囲まれたコート

で直径 40ミリのゴム質のボール（ゴルフボール
大）を用いて行う屋内球技である．シングルでは
2名，ダブルスでは 4名が，ラケットを使用して
ボールを前の壁に交互に打ち合うスポーツであ
る．コートの広さは，テニスのシングルスコート
の半面よりも狭く，ラケットの大きさはテニスと
バドミントンの中間ぐらいである．スカッシュ競
技は，狭いエリア内でプレイヤー同士が動き回る
ことが競技特性として挙げられ，衝突するなどで
傷害が多いと推測された．
今回我々は，スカッシュ競技中に生じた外傷や

障害の実態を明らかにする目的で，男女のスカッ
シュの選手を対象に，過去に生じた外傷や障害に
ついてアンケート調査を行い，予防対策について
検討を行った．
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図 1 アンケート用紙

II．対象と方法

福岡大学スカッシュラケット部（以下，福大ス
カッシュ部）に所属している学生および，所属し
ていた選手を対象に，過去に生じた練習中のス
ポーツ傷害について対面でのアンケート調査を
行った．
1枚の用紙の表裏にアンケート項目を記載し
た．質問内容は，回答者の属性，競技中のスポー
ツ傷害，競技前後のストレッチの有無，脳振盪の
有無，強い接触後の頭痛や吐き気（本人の自覚し
ていない脳振盪の有無）など，スカッシュに関す
る質問を行った．回答は，選択肢と自由記述を組
み合わせた形式とした（図 1）．なお，自由記述形
式の項目は，複数回答可としている．傷害の有無
は「一日以上練習を休むほどのけが」と限定し，
傷害の詳細については，「1番復帰に時間がかかっ
たもの」から順に記載してもらうことで，スポー
ツ傷害の重症度を推測した．調査期間は，2018
年 10月 23日から 11月 6日である．
アンケート調査を実施するにあたりヘルシンキ
宣言の最新版の諸原則に従い，被験予定者に対し
て十分に説明し，説明内容が適切に理解されたこ
とを確認したうえで自由意思によるインフォーム
ドコンセントを得た．また被験者に不明点があれ

ば問い合わせをしてもらうことで対応を行った．
なお研究中および研究終了後においても被験者の
プライバシーには十分配慮し実施された．

III．結果

福大スカッシュ部に所属している，または所属
していた競技者 126人中 51名（40.4%）より回答
が得られた．その内訳は，男性 28名（54.9％），女
性 23名（45.1％）で，平均年齢は 20.0±1.2歳（18
歳～23歳）であった．回答者全員が，大学からス
カッシュ競技を始めており，アンケート回答時の
競技歴は全員 5年以内であった（表 1）．
スカッシュ競技中に生じたスポーツ傷害は，51

名中 23名（45.0%）に認められ，男女の内訳は，
男性 14名，女性 9名であった．スポーツ傷害経験
者の競技年数による受傷時期（複数回答可）は，
男女ともに，競技を始めて 1年以内（男性は
57.1%，女性は 44.4%）が最も多く，競技歴に反比
例して競技者が自覚する一番復帰に時間がかかっ
たスポーツ傷害の発生は減少を認めた（表 2）．ま
た受傷した環境は，男性では 71.4%（10名），女性
では 88.9%（8名）が，練習中に多いと回答した．
スポーツ傷害経験有りと回答した 23名（男性

14名，女性 9名）の受傷部位（複数回答有）のう
ち，最も多い受傷部位は，下半身の傷害であり，
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表 1　男女の競技歴

競技歴（年） 男性　名（%） 女性　名（%）

～ 1  9（32.1）  8（34.8）
1  7（25.0） 2（8.7）
2  6（21.4）  9（39.1）
3  5（17.9）  4（17.4）
4 1（3.6） 0（0.0）

計 28（100.0） 23（100.0）

表 2　重症度の高いスポーツ傷害の受傷時期（男女別）

競技歴（年） 男性　名（%） 女性　名（%）

～ 1 8（57.1） 4（44.4）
1 3（21.4） 3（33.3）
2 1（7.1） 1（11.1）
3 2（14.3） 1（11.1）
4 0（0.0） 0（0.0）

計 14（100.0） 9（100.0）

27件（64.3%：42件中）であった．男性では，足
関節の傷害が 78.6%（11名）で最も多く，次いで
大腿が 28.6%（4名），膝が 21.4%（3名），手関節
が 21.4%（3名）であった．女性では，足関節と膝
の傷害がそれぞれ 33.3%（3名），眼が 22.2%（2
名）であった（図 2A，2B）．
アンケート回答者全員（51名）が，スカッシュ
競技中に相手と衝突・接触した経験があり，本ア
ンケートの回答者 98.0%（50名）が相手のラケッ
トが当たった，あるいは相手にラケットを当てた
ことがあると回答した．

IV．考察

スカッシュ競技１）は，世界で約 2000万人がプ
レーしていると言われ，5大陸全てに世界チャン
ピオンが存在しており，競技レベルの地域差は少
ないと考えられている．スカッシュ競技は，「3次
元のビリヤード」とも言われ，壁を用いた変幻自
在なボールの動きに対して，ラリーの応酬を行う
が，初心者でもラリーが続きやすいという点が競
技未経験者でも競技を始める理由となっている．
また，2020年に東京で開催予定であった夏季オリ
ンピックにおいて，追加 1競技の最終候補にレス
リング，野球，ソフトボールとともにスカッシュ
競技も選ばれて１～3）おり，将来競技人口が増加する
可能性があるスポーツである．
日本スカッシュ協会１）によると，全国にある協会

認定のスカッシュコート保有施設数は 147施設，
非認定のスカッシュコート保有施設は，38施設で
ある（2021年 1月時点）４）．本邦では，当協会が 2005
年より（財）日本オリンピック委員会の正加盟団
体として承認されている．しかし，日本国内での
普及率は少なく約 10万人程度と推測されている．
また，中学校及び高等学校の運動部活動でスカッ
シュ部があるのは，我々が渉猟した限り 2校のみ
であり，高校生以下では，日本スカッシュ協会が

主催する公式の試合しかない．スカッシュ競技の
特性として，ゴム球は弾みにくく，狭いエリア内
を競技未経験のプレイヤーが複数で動き回るため
に，お互いが衝突する可能性が高く，様々な傷害
が生じやすいと推測された．しかし，我が国にお
けるスカッシュ競技によるスポーツ傷害の報告
は，競技人口の少なさなどから渉猟することが出
来なかった．
本研究対象である福大スカッシュ部は，男女と

も全国上位に位置する強豪チーム（2018年全日本
学生スカッシュ選手権大会にて，団体戦男子 4位，
団体戦女子 3位）の 1つである．そのため，標準
的な競技環境を満たしていることや練習量が多い
ことが推測され，スカッシュ競技によるスポーツ
傷害の標準的な実態を把握できると考えられる．
スカッシュ競技によるスポーツ傷害とその受傷

部位
スカッシュ競技中のスポーツ傷害は，45.1%（23

名）に生じており，受傷部位（複数回答あり）で
最も多いのは，下半身（64.3％）であった．性差別
の検討では，男性の 50.0%（14名）にスポーツ傷
害を認めた．受傷部位（複数回答有）は，足関節
が 78.6％（11名）と最も多く，次いで，大腿 28.6%
（4名），膝 21.4%（3名）であった．また，下半身
以外では手関節が 21.4%（3名）であった（図 2A）．
女性の 39.1%（9名）にスポーツ傷害を認め，男性
と同様に下半身に多く，足関節 33.3％（3名）と膝
33.3％（3名）であった．また下肢以外では，眼の
受傷が 22.2％（2名），手指が 11.1%（1名）であっ
た（図 2B）．
スカッシュ競技の特性として，ゴム球は弾みに

くいことから，前に落とされたボールを拾おうと
踏み込んだ際や，狭いコート内で急な方向転換を
多く行う必要があるために，接地時に負荷のかか
る足関節の傷害が多くなったと推測された．
ジャンプや切り返し，ダッシュなどが多いバス
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図 2 男女の受傷部位
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図 2B　女性回答者の外傷経験者（N＝9）
の受傷部位
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図 2A　男性回答者の外傷経験者（N＝14）の受傷部位

ケットボールや跳躍系スポーツに比べ，テニスな
どのラケット系の種目の方が，膝関節伸展・足関
節背屈時に腓腹筋損傷が多いことが報告５）されて
いるが，今回の調査では下腿三頭筋損傷（tennis
leg）や第 1趾や第 2趾の爪下出血（tennis toe）は
認められなかった．陸上競技では，走行距離が長
くなるほど腓腹筋の肉離れが多い６）ことから，ス
カッシュの走行距離が短いことにより，足先では
なく，足関節での方向転換が多いことが，本調査
では腓腹筋損傷が認められなかった理由の一因と
して予測される．
また，男性の手関節負傷は，片手で扱う小さく
軽いラケットを使用しているため，ラケットの持
ち手に負担がかかることや，競技特性上，転倒す
る可能性が多く，その際に，ラケットを離さずフ
リーの手をつき受傷している可能性があると考え
られる．
スカッシュに類似した競技としてテニスがあげ
られるが，テニスにおけるスポーツ傷害の発生は，
文献によって差があるものの男性に多く，下肢に
31.1-67.0%であり，上肢にも 20-48.6%生じること
が報告されている７）．日本テニス協会によるアン
ケート調査報告８）でも，本結果と同様に男性に多
く，同世代のスポーツ傷害の発生部位では，足関
節に 22.7%，手関節が 12.7%であった．よって，ス
カッシュによるスポーツ傷害は，テニスに比べて，
走行距離は短いものの，前後左右に瞬発的な動き
により生じることから，基本的にはテニスに似た
部位にスポーツ傷害が多いと考えられる．
自験例では，女子のみに眼窩部傷害が認められ

たが，予防具の無い状態でのスカッシュ競技中の
眼球損傷のリスクは，クリケットやラクロス，ホッ
ケーやボクシングと同様に high riskに分類９）され
ている．スカッシュ競技では，眼球を保護するア
イガードが用具として存在するが，19歳未満の選
手のみ公認大会での着用が義務（平成 28年 4月よ
り）付けられており，その他では推奨されている
のみである１）．スポーツ眼外傷の発生率は，スポー
ツ外傷の 2.0％以下とされ，性別では男性が 2～4
倍多い．またその多くは，ボール等による外傷で
あり，野球やサッカー，テニスに多いが，ゴルフ
やバドミントンにも注意が必要である１０，１１）．自験例
にて，女性のみ眼の受傷を認めた理由は明らかで
はなく，スカッシュにおける受傷状況の調査が必
要である．しかし，競技開始 1年目以降に眼窩部
の傷害が生じていることからも，特に女性では，
すべての世代での着用を義務付けることを検討す
る必要があると思われる．
スカッシュ競技中の明らかな脳振盪例は，本調

査では認められなかった．また我々は，競技者本
人が自覚していないが脳振盪を疑う症例を隠れ脳
振盪と定義１２）しているが，本調査では，頭部外傷
後に嘔吐やめまいなどが生じた脳振盪を疑う症例
は認められなかった．
スポーツ傷害の受傷時期と受傷状況
スカッシュによるスポーツ傷害受傷時期と競技

年数の検討では，男女ともに競技開始 1年以内（男
性は 57.1%，女性は 44.4%）に受傷した率が高く，
スポーツ傷害の発生は，競技歴と反比例に減少を
認めた（表 2）．以上から，初心者に対して特に下
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肢のスポーツ傷害の予防対策や予防方法を指導す
ることにより傷害発生が減少する可能性がある．
自験例では，スカッシュ競技中の受傷状況は，
練習中（男性では 71.4％，女性では 88.9%）に発生
していた．テニスやバドミントンなどのダブルス
の競技においては，味方との接触により受傷する
ことが報告１１，１３）されている．本研究においてもス
カッシュ競技中に，相手との衝突・接触（100％）
やラケットによる受傷（98.0%）の危険性が高い事
が明らかとなった．本アンケート調査では，シン
グルまたはダブルスでの受傷状況について問いて
いないが，他の競技同様にダブルスにおいては傷
害リスクが高いと推測される．
スカッシュ競技によるスポーツ傷害予防
スカッシュ競技は，競技特性からテニスと同様
の部位にスポーツ傷害が生じやすいと推測される
が，自験例では腓腹筋損傷などの下腿三頭筋損傷
や爪下出血は認められなかった．また本調査にて，
練習中の相手との衝突・接触，ラケットによる受
傷が多いことが明らかとなった．
足関節の傷害の中で最も多い足関節捻挫は，多
くのスポーツで着地時の接触プレーによって生じ
ることが報告５）されているが，その問題点は発生頻
度が高いために治療が軽んじられる傾向にある１４）

とされ，スポーツ傷害の予防を困難にしている一
因となっている．そのため競技者が，軽度の捻挫
と判断しても，剥離骨折などが生じている可能性
がある．将来，慢性足関節不安症を生じることが
あるために，受傷後早期の専門医の受診や足関節
周囲のトレーニングが重大事故予防に重要である
と考えられる．
また，眼窩部の損傷のリスクが高く，特に女性
の場合は，各世代へのアイガードの使用を推奨す
る必要があると考えられる．
スカッシュ競技の特性が，スポーツ傷害の受傷
機転となっていることから，特に受傷の多い練習
時の競技環境の整備やアイガードの着用，受傷後
の対応によって，重大なスポーツ傷害を減少させ
る可能性がある．

V．結語

スカッシュ競技は，今後我が国において競技人
口が増える可能性があるが，スポーツ傷害の特徴
については未だ明らかではない．本研究結果によ
り，スカッシュ競技中のスポーツ傷害発生率は，

45.0%と高く，男性に多いことが明らかとなった．
男女ともに，初心者が練習中に受傷している．競
技特性により，受傷部位は，男女ともに下肢，特
に足関節に多いが，テニス競技特有の疾患は少な
い．また今回の調査では，脳振盪および，隠れ脳
振盪などの頭部外傷例は，認められなかった．
本調査結果から，スカッシュ競技中のスポーツ

傷害の発生は，練習時の競技環境の安全整備に
よって減少する可能性がある．また女性には，安
全対策として全世代でのアイガードの装着を強く
推奨する必要があると考えられた．
スカッシュ競技によるスポーツ傷害の受傷状況

を明らかにするためにも，長期に競技を行ってい
る経験者を対象にした調査を行う必要があると考
えられる．
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〔Abstract〕 In recent years, sports-related injuries have attracted attention in sports. This study was aimed to in-
vestigate the actual conditions of sports injuries in squash. We distributed our questionnaire to 126 individuals
who participated in the Squash Rackets Club of Fukuoka University and received 51 valid responses (40.4%: 28
males and 23 females). The overall average age was 20.0 years. Twenty-three individuals had a medical history of
sports injuries (45.0%: 14 males and 9 females), specifically of the lower extremity (65.1%), such as those observed
in tennis. Two females had hit their eyes without an eye-guard.
In squash, sports injuries occurred because of collisions with the partner, contact, and the racket. There were

many injuries within one year after the start of competition.
The occurrence of sports injuries during a squash competition may decrease in case of safety maintenance of
the competition environment at the time of the exercise. It was also considered necessary to recommend wearing
an eye-guard by all generations as safety measures for women.


